

























を具体化・現実化させる役割を担う。2020 年 7 月現在，
協議会が設置された学校であるコミュニティ・スクール
（以下「CS」）は，9,788 校（導入率 27.2％）であり，設
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　本稿の目的は，地域総がかりによる子どもの育成を推進するための実践的示唆を得るために，学校・保護者・地域住
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市の 2 小学校の CS を対象とする事例分析を行う。
1 ．事例自治体及び事例校の概要
　今回調査対象とした A 市は，人口 3 万人規模の市で
あり，小学校 15 校，中学校 6 校である。2017 年度に，
本稿の事例校である A 小学校（以下「A 小」）をパイロッ
ト校に指定した。2017 年 12 月の A 小への設置を皮切り
に，2020 年度末までに，12 小学校，4 中学校，2 複数校
に設置され，市内全校に設置された。もう一つの事例校
である B 小学校（以下「B 小」）は 2019 年 5 月に設置
された。
　事例校の概要を述べる。
　A 小は，児童数約 30 名の極小規模校である。協議会
は，2017 年 7 月に推進委員会が発足し，設置に向けた







　B 小は，児童数約 20 名の極小規模校である。協議会




2020 年 8 月の第 2 回会議より，もう一人は，2021 年 2
月の第 4 回会議より，専門家ドバイザーとして出席して
いる。

























































 今回調査対象としたA 市は，人口 3 万人規模の市であ


























































対象者 所属等 実施日 時間 場所 性別 年齢
2021年3月17日（水） 20分 A小校長室
2021年4月11日（日） 50分 A公民館研修室
B事務職員 A小 2021年4月11日（日） 40分 A小会議室 女性 40代
C会長 A小運営協議会 2021年4月11日（日） 60分 A公民館研修室 男性 70代
D校長 B小 2021年3月24日（水） 60分 B小校長室 女性 50代
E事務職員 B小 2021年3月24日（水） 40分 B小校長室 女性 30代


















































･  A 校長：「子どもたちが元気で，そして地域に貢献で
きる，そういった子どもたちを育てていきたい。」 















































































































































































































































































































































































































































































か，それで今の中 3 の子，この春卒業した子と新中 3
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